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て
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め
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う
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ま
す
．
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畢
ほ
、
お
元
気
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

　
　
舞
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ま
克

　
　
讐
、
、
ざ
終
、
町
長
就
任
一
年
目
の
お
正
月
に
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町

　
　
響
黎
・
と
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ユ
文
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の
広
報
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載
せ

　
　
顎
ま
し
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や
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し
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．
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あ
の
夢
は
正
夢
な
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し
ょ
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ね
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と
か
、

　
　
編
鶉
っ
と
、
で
っ
か
い
夢
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
漂
鞭
、
騰
言
わ
れ
ま
す
。
現
実
が
厳
し
い
だ
け
に
、

罵
鐸
難
讐
麟
腿
鋤

繋
醐
凝
縮
選
獣
灘
轟

野
づ
か
の
夢
は
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な
が
ら
未
だ
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現
さ
れ
て
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懸
身
い
て
、
あ
れ
や
こ
れ
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え
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．
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最
近
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空
き
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や
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譲
地
を
求
め
て
都
会
か

ら
移
り
住
ん
で
来
ら
れ
た
方
々
と
、
町
の
お
年

寄
り
や
若
い
人
た
ち
が
ご
一
緒
し
て
、
ス
キ
ー

音
楽
、
手
芸
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
な
ど
に

打
ち
込
ん
で
い
る
。
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学
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懐
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雛

　
こ
の
ほ
ど
、
町
の
木
と
し
て
「
ブ
ナ
」
、
花
と
し
て
「
雪
椿
の
花
」
、

鳥
と
し
て
「
ノ
ジ
コ
」
、
動
物
と
し
て
「
む
さ
さ
び
」
が
正
式
に
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
慣
例
的
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
今
回
、
関
係
機
関
の
審
議
を
経
て
町
長
が
告
示
し
、
正
式
に
決

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
選
考
は
、
松
永
洗
さ
ん
や
萬
羽
卓
司
さ
ん
な
ど
の
専
門
家
の
意
見
を
参

考
に
、
町
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
（
社
会
教
育
委
員
）
、
町
文
化
財
保

護
審
議
委
員
、
教
育
委
員
な
ど
の
審
議
を
経
て
、
町
議
会
の
全
体
協
議
会

に
図
り
、
正
式
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
今
回
の
正
式
決
定
を
受
け
、
町
の
封
筒
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
に
利
用
し
、
町
の
P
R
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
行
く
予
定
で
す
。

心

一ブナ科一

　
ブ
ナ
科
の
落
葉
高
木
。
や
や

高
い
産
地
に
生
え
、
ブ
ナ
帯
の

代
表
種
と
し
て
、
生
態
学
上
の

指
標
植
物
と
さ
れ
る
。
幹
の
高

さ
は
約
二
十
材
く
ら
い
に
な
る
。

　
葉
は
広
卵
形
。
五
月
こ
ろ
淡

緑
色
の
花
を
開
き
、
単
性
で
雌

雄
同
株
で
あ
る
。
果
実
は
殼
斗

内
に
あ
っ
て
堅
く
、
十
月
こ
ろ

成
熟
し
、
食
用
と
も
な
る
。
春

の
残
雪
の
な
か
で
の
芽
吹
き
、

秋
の
紅
葉
な
ど
、
四
季
折
々
に

私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
。

　
な
お
ブ
ナ
は
、
昭
和
四
十
八

年
の
「
町
推
奨
の
木
」
選
定
（
公

募
）
時
に
、
町
の
木
と
し
て
一

応
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

事

ヒの
ヒ 二

ヨ
一ツバキ科

　
椿
は
大
き
く
分
け
て
、
　
「
ヤ
ブ
ツ

バ
キ
」
と
「
ユ
キ
ツ
バ
キ
」
に
分
け

ら
れ
て
い
る
。
ユ
キ
ツ
バ
キ
は
、
日

本
海
岸
の
積
雪
地
域
に
多
く
、
濯
木

性
で
一
～
二
材
く
ら
い
。

　
葉
は
大
き
く
ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ
り
、

柄
は
短
く
短
毛
が
あ
る
。
花
は
濃
紅

色
一
重
で
花
形
は
大
き
く
開
き
、
黄

色
の
雄
し
べ
と
と
も
に
開
い
て
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
と
異
な
る
。
春
、
雪
消
え
が

始
ま
る
と
枝
は
雪
を
跳
ね
除
い
て
、

い
ち
早
く
可
憐
な
花
を
つ
け
、
春
の

訪
れ
を
告
げ
て
く
れ
る
。
豪
雪
に
耐

え
、
粘
り
強
く
育
ち
咲
く
雪
椿
の
花

は
、
雪
国
の
強
健
さ
を
教
え
て
く
れ

る
。
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一一スズメ目ホオジロ科一

　
ノ
ジ
コ
は
目
立
た
な
い
野
鳥
だ
が
、

「
ア
オ
ス
ト
ト
」
と
い
え
ば
「
あ
あ

あ
の
鳥
か
」
と
、
う
な
づ
け
る
。
田

植
え
こ
ろ
、
田
の
畦
畔
に
繁
殖
す
る
。

日
本
し
か
繁
殖
し
な
く
、
そ
れ
も
極

限
ら
れ
て
い
る
貴
重
な
野
鳥
で
あ
る
。

　
昭
和
四
十
一
年
に
、
新
潟
県
の
探

鳥
会
が
松
代
町
で
開
催
さ
れ
た
が
、

そ
の
時
、
ノ
ジ
コ
が
た
く
さ
ん
生
息

し
て
い
る
の
に
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

ー
が
驚
き
、
松
代
町
を
代
表
す
る
野

鳥
と
決
定
し
た
。

　
鳴
き
声
は
「
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
、
ピ

ピ
チ
ョ
コ
ピ
ー
」
と
、
杉
や
雑
木
の

て
っ
ぺ
ん
で
澄
ん
だ
良
く
通
る
声
で

鳴
く
。
　
一
度
聞
く
と
忘
れ
ら
れ
な
い

美
し
い
鳴
き
声
の
野
鳥
で
あ
る
。

恥
　
朔

軸
　
燭

一リス科ムササビ属一

　
目
が
く
る
っ
と
し
た
、
か
わ
い
ら

し
い
「
む
さ
さ
び
」
。
晩
鳥
と
か
モ

モ
ン
ガ
な
ど
と
い
わ
れ
る
が
、
正
し

く
は
ニ
ッ
コ
ウ
ム
サ
サ
ビ
と
い
う
。

　
夜
、
薄
気
味
悪
く
鳴
き
、
林
や
神

社
の
境
内
に
営
巣
し
、
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
よ
う
に
空
中
を
飛
ぶ
夜
行
性
の
リ

ス
で
あ
る
。
人
懐
っ
こ
く
、
巣
か
ら

落
ち
た
も
の
が
飼
わ
れ
る
こ
と
も
よ

く
あ
る
愛
嬌
の
あ
る
動
物
。
昭
和
五

十
八
年
、
松
代
高
校
の
生
徒
が
八
年

に
及
ぶ
研
究
成
果
を
発
表
し
、
日
本

学
生
科
学
賞
で
「
科
学
技
術
庁
長
官

賞
」
に
輝
き
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
。

　
む
さ
さ
び
は
夜
間
の
ほ
と
ん
ど
を

飛
び
回
り
、
採
食
や
食
料
集
め
を
す

る
。
当
町
に
生
息
が
多
い
の
は
、
餌

に
な
る
木
の
実
・
ブ
ナ
の
木
が
多
く
、

巣
材
の
杉
の
皮
（
木
）
が
あ
る
外
、

傾
斜
地
の
高
度
差
が
あ
る
た
め
と
い

わ
れ
て
い
る
。
大
空
中
滑
降
の
感
動

的
シ
ー
ン
は
す
ば
ら
し
い
。
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『

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
愛
称

　
今
年
四
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が
、
「
ほ

あ
ぼ
の
園
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
、
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

町
外
を
含
め
て
多
数
の
ご
応
募
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
安
塚

町
の
新
保
春
子
さ
ん
の
愛
称
が
選
ば

れ
、
新
保
さ
ん
に
は
町
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

樋
口
政
栄
さ
ん
（
松
代
）
、
萬
羽
吉

蔵
さ
ん
（
会
沢
）
、
小
堺
豊
さ
ん
（
蓬

平
）
、
小
堺
よ
し
子
さ
ん
（
蓬
平
）
、

鈴
木
益
蔵
さ
ん
（
松
代
）
の
五
名
の

方
に
粗
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
昨
年
の
町
議
会
定
例
会
で

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
が
次
の

よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
．

サービス名 利　用　料

入
　
　
浴

特殊入浴 500円

一般入浴 200円

食　　　事 300円

…ii嚢…灘lii嚢…嚢
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▲逗子入十三仏懸仏

　
　
　
　
　
い
　
ち
ょ
　
う

》
オ
ハ
ツ
キ
公
孫
樹
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ち
よ
　
う

　
　
オ
パ
ツ
キ
公
孫
樹
な
ど
8
点
　
　
財

　
昨
年
の
十
月
五
日
に
開
か
れ
た

「
町
文
化
財
保
護
審
議
会
」
に
お
い

　
　
　
　
　
　
い
　
ち
ょ
う

て
、
オ
ハ
ツ
キ
公
孫
樹
（
莇
平
）
な

ど
八
点
が
新
た
に
町
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
指
定
に
よ

り
、
町
の
文
化
財
は
四
十
点
に
な
り

ま
す
。

　
町
の
文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま
す

と
、
管
理
や
修
理
に
対
し
て
多
額
の

費
用
が
掛
か
る
場
合
、
町
か
ら
予
算

の
範
囲
内
で
、
補
助
金
（
二
分
の
一
）

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
文
化
財
を
壊
し
た
り
、
捨

て
た
り
し
ま
す
と
、
三
万
円
以
下
の

罰
金
、
ま
た
は
科
料
に
処
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
歴
史
的
価
値
の
あ
る
大
切
な
文
化

財
が
、
永
久
に
保
存
さ
れ
る
よ
う
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

された町の文新た

指定番号 文化財区分 名　　称 所有地 所有者

第33号 絵　　画 金剛力士像絵馬1対 犬伏 松苧神社

第34号 〃 浬繋掛軸 犬伏 犬伏区

第35号 彫　　刻 聖観音像 海老 海老区

第36号 〃 逗子入十三仏懸仏 松代 長命寺

第37号
その他の有

形文化財 道路元標 室野 室野区

第38号 天然記念物 大　　　杉 室野 室野松苧神社

第39号 〃 オハツキ公孫樹 莇平 高橋宏至

第40号 〃 大　白　藤 寺田 井上　功
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亀　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i生き！活き！　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　　人生のために　1
亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i㊤㊧㊥㊨i
嫡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毫

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i生涯学習　　　　i
こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i新語・話題語　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠
ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i◎ヘクトパスカル（h　p　a）i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

1　気象用語で、気圧を表す　1
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1のにミリバール（mb）を用　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

iいていましたが、昨年12月　i
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

iからヘクトパスカルを使用　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1しています。　　　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　lmb＝1h　p　aですから、i
む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i1013mbの場合は1013h　p　a　l
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iになります。　　　　　　　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1　これは、WMO（世界気　1
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1象機関）が1983年、第9回　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i総会で世界の気圧の単位統　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
i一を呼びかけました。　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i　日本ではその後も、ミリ　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

iバールを使用していました　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

iが世界の大半がヘクトパス　1
む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
iカルに変わったことから、　1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1日本でも昨年12月から切り　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i替えたわけです。　　　　l
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晴

か
ウ
ゑ
す
ゆ
ま
き
　
ム
さ
サ
ゆ
も
マ
　
き
　

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

㎜
ス
㎜

｝
一
｝

｝
，
｝

ら
　
ロ
　
　
　
ゆ

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

㎜
シ
㎜

｝
習
～

””

学
㎜

㎜
渥
｝

㎜
生
｝

◆
　
　
　
　
　
　
◎

ド
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も

”a6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．○

生涯学習と町づくり　　節
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』轍慮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
今、全国の市町村では、生涯学習を推進するための町づくりに取り組んでい

ます。本来個人の自由意志に基づいて行う生涯学習と、町づくりは直接関係な

いように思いますが、両者はかかわりがあります。

　生涯学習の推進に町づくりが必要であることについて、臨時教育審議会のr教

育改革に関する第3次答申」の中で次のように述べています。r人々の学習への

関心・要求が多様化・高度化し、活動の場が時間的にも空間的にも拡大してい

る今日、地域における生涯学習を推進するうえで、家庭・学校・地域の3者が

融合した総合的な学習機会を整備していくことが必要である』とし、更にr今

後、この整備を円滑に行うため、まち全体で生涯学習に取り組む体制づくりを

進める必要がある』としています。

　そして生涯学習社会にふさわしいまちづくりは、つぎの4つの視点をふまえ

つつ進めることが重要であるとしています。『第1に時代の変化に対応した学習

機会を整備する。第2に自発的な学習活動を活発化し、それが社会生活の中で

活用される環境づくりを進める。第3に地域における教育・学習活動の一層の

活性化を促すため、教育・研究・文化・スポーツ施設と地域の経済社会との連

携・協力を進める。第4に美しい生活空間、学習に便利な公共交通体系など多

様な学習活動を支える社会生活基盤の整備を図る』としています。

1　　　　””””
1平山代平　　　　代
壼
1若川中相石高小関出
1井崎村沢口野野谷村
1　　江　　　島

1憲鷲譜灘難
oに孝義栄牧武義則豊

1義夫隆一男　隆雄
亟
口

『。目目目。〕目口。目口。。目口口。口目目。目目口自口目。目目。目目。。口。目目目。目口。口目。自一。一一。『

降桐松太　松　雑　室蒲断太　　　　松部　　1

松
代

〃千
年

〃

佐柳高黒
藤　野田

将鮎裕
吾美貴彩

正信　広
　　武
男夫　幸

四

歳

児

蓬清

平水

－
一

歳

児

三
歳
六
か
月
児

落
　
氏
名
　
保
護
者

代
松
沢
　
航
明
男

〃
　
樋
口
琢
磨
　
彰

〃
　
小
野
真
弥
昌
光

〃
　
　
福
原
ゆ
う
か
　
将
　
人

〃
　
五
十
嵐
さ
く
ら
保

〃
　
鈴
木
　
拓
昌
宏

〃
　
市
川
正
恵
　
正

〃
　
関
谷
貴
宏
信
一
郎

〃
　
関
谷
海
門
政
和

〃
　
　
小
堺
友
香
里
　
隆
　
至

〃
　
近
　
優
希
幸
吉

平
武
田
美
輝
　
篤

年
武
田
亜
也
俊
彦

沢
佐
藤
大
祐
丈
行

生
若
山
健
一
　
正
弘

野
佐
藤
達
弥
　
一
　
弘

〃
　
　
南
雲
　
美
佳
　
　
隆

〃
　
佐
藤
絵
美
　
一
重

〃
　
　
金
沢
健
太
郎
　
和
　
夫

由
原
　
中
沢
　
優
子
　
　
実

小秋
堺山

広
士
心

曲
ハ
子

健正

郎行

　室蒲蓬田菅太　松
ノノ　　　　　　　　　　　　ノノ

　野生平沢刈平代
米斉東若市柳相小関
持木城井川　沢堺谷
　　健
和千一　大裕健拓紗
成里郎純地太太侑智

　成　君康二　隆友
博　浩　　　　勇
　一　男男郎　至美

三

歳

児

儀桐太　松
　　　ノノ
明山平　代

小寺山高重
堺崎岸沢野

重恵玲紗雄
明美子織介

清松正昭孝
　太
春郎孝夫雄

二
歳
六
か
月
児

一
歳
六
か
月
児

室儀苧，犬よ烈

野明島伏い）1

箪麟雑歯1　　　　な　　　　1
良翔亮昌っの1
欝籠み子1
　　　　満　　　　1
泉一延男　　　　　l
　　　　　　　　　o

ロ
ロ
　
ロ
　
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
サ

平
成
4
年
（
秋
の
健
診

あ
し
歯
の
な
い

』。。一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿■

7



喀』回回堕雁』雁釦図堕劉

　

下髭

10

世
帯

　
こ
の
ほ
ど
、
松
代
部
落
字
下
町
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
脇
）
に
、
十

世
帯
が
入
居
で
き
る
町
営
「
下
町
住

宅
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
住
宅
は
、
昨
年
の
六
月
か
ら

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、

総
事
業
費
は
一
億
五
千
七
百
万
円
。

建
物
は
、
高
床
式
木
造
二
階
建
て
延

べ
千
百
七
十
一
平
方
㌶
（
ピ
ロ
テ
ィ

部
分
四
百
十
九
平
方
着
を
含
む
）
。
利

用
者
の
好
み
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

臼
　
宙入

居
用

る
よ
う
、
二
階
の
一
部
仕
様
の
異
な

る
A
タ
イ
プ
と
B
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。　

一
階
に
は
食
堂
兼
居
間
（
八
畳
）

の
外
、
台
所
、
ふ
ろ
場
。
二
階
に
は

　
　
　
ヤ

和
室
（
六
畳
）
と
洋
室
（
A
タ
イ
プ

約
十
七
平
方
㌶
、
B
タ
イ
プ
約
十
九

平
方
材
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
床
式
の
ピ
ロ
テ
ィ
部
分
は
、
車
庫

や
物
置
と
し
て
利
用
で
き
、
屋
根
は

雪
の
自
然
落
下
方
式
で
、
雪
に
強
い

』
臼

　
　
　
　
ぬ
ウ

　
　
　
　
．

　
　
　
　
♂

　
　
　
　
1

　
　
　
　
写
■

　
　
　
　
ン

　
　
　
『

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
ウ
｝

　
　
　
灘
灘

克
雪
型
住
宅
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
住
宅
料
は
月
額
三
万

円
で
、
十
二
月
二
十
日

現
在
、
ま
だ
四
世
帯
が

空
い
て
い
ま
す
。
入
居

ご
希
望
の
方
は
、
役
場

建
設
課
住
宅
係
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

懸

鍵
醐
、

▲完成した町営「下町住宅」

▲日曜日などの休日には、たくさんの利用者でにぎ

　わった

纂澄興

レ
ス
ト
ビ
レ
ツ
ジ
峰
利
用
者

　
お
陰
様
で
、
昨
年
（
4

月
5
日
～
12
月
2
0
日
）

の
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰

の
利
用
者
が
六
万
人
を

超
え
、
六
万
八
百
五
十

三
人
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
一
昨
年
の
開
業

以
来
、
十
万
五
千
八
百

二
十
二
人
と
な
り
、
早

く
も
十
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
有

料
入
湯
者
は
五
万
五
百
八
十
八
人
。

通
算
で
八
万
八
千
五
百
六
十
一
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
利
用
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
、
四
月

上
旬
の
開
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
利
用
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
な
お
、
宿
泊
施
設
建
設
工
事
も
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
年
の
七
月

下
旬
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
の
利
用
も
併
せ
て

お
願
い
致
し
ま
す
。

纏難

購幾

　
こ
の
ほ
ど
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
、
町
連
合
婦
人
会
よ
り
一
万
五
千

三
百
三
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
　
「
仲
良
し
募
金
」
で
会
員

か
ら
集
ま
っ
た
お
金
で
、
高
齢
者
世

帯
な
ど
の
歳
末
慰
問
を
行
い
、
そ
の

残
金
を
ご
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

古島トシ子会長より関谷

町長に寄附金が渡される

睡
凝
離
麟
擁
雛
欝

　
　
溺
鞭
羅
嚢
螢
緒
棄

　
　
　
　
　
、
鍵
難
総
鑓
騰
欝
響

優
勝
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
チ
ー
ム
（
通
称
ポ
チ
ズ
）

2
位
　
中
学
3
年
生
チ
ー
ム

3
位
　
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
チ
ー
ム

〃
　
中
学
1
年
生
チ
ー
ム

　
当
日
は
六
チ
ー
ム
参
加
。
参
加
者

は
中
学
生
か
ら
六
三
才
の
成
年
ま
で

総
勢
六
十
四
名
。
中
に
は
、
こ
の
大

会
の
為
に
京
都
と
大
宮
か
ら
夜
行
で

駆
け
付
け
、
と
ん
ぼ
返
り
し
た
ツ
ワ

者
も
お
り
ま
し
た
。
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血献

献
血
あ
り
が
と
う

　
こ
の
ほ
ど
、
柳
勇
さ
ん
（
松
代
）
、

柳
正
二
さ
ん
（
松
代
）
、
市
川
栄
造
さ
ん

（
田
沢
）
、
出
村
豊
さ
ん
（
土
木
事
務

所
）
、
市
川
健
司
さ
ん
（
田
沢
）
に
、

日
本
赤
十
字
社
よ
り
献
血
功
労
者
有

功
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
柳
勇
さ
ん
に
は
、
献
血
五
十
回
で

金
色
有
功
章
が
、
そ
の
ほ
か
の
方
に

は
、
三
十
回
と
い
う
こ
と
で
銀
色
有

功
章
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

市
川
　
栄
造
さ
ん

勇さん柳

議
鑛
灘
難
嚢

出
村
　
　
豊
さ
ん

こ
れ

正二さん柳

　
皆
さ
ん
、
写
真
を
見
て
何
だ
と
思

わ
れ
た
で
し
ょ
う
か
？
　
実
は
、
室

▲小堺さんとタイの形に
　　　と　ころ
　似た野老

市
川
　
健
司
さ
ん

野
の
小
堺
ア
サ
ノ
さ
ん
が
近
所
の
荒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

地
で
見
つ
け
た
、
珍
し
い
形
の
「
野

こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ

老
」
で
す
。
形
が
鯛
に
良
く
似
て
い

ま
す
ね
。

　
小
堺
さ
ん
は
、
　
「
め
で
タ
イ
で
縁

起
が
い
い
か
ら
、
わ
が
家
の
宝
物
と

し
て
大
事
に
飾
っ
て
置
き
た
い
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
新
年
早
々
、
め
で
タ
イ
お
話
で
し

た
。
何
か
良
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
で

す
ね
。

献
血
を

　
　
窃
り

瀞
と
う

12

月
7
日
役
場
前

子
子
幸
江
郎
芳
久
真
み
子
輔
秋
義
一
久
勇
久
子
分
　
解

昌
俊
邦
秋
一
昌
和
志
ゆ
良
浩
千
一
信
忠
　
辮
野
響

　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
字
血
印
血

　
口
口
　
月
木
野
野
谷
木
橋
橋
藤
藤
村
　
　
野
太
献
○
献

柳
樋
樋
柳
堀
鈴
庭
岩
関
鈴
高
高
佐
佐
仲
柳
柳
小
※

　
　
　
　
　
　
　
○
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
O
　
O
　
O
　
O

人
雄
雄
夫
子
子
夫
平
夫
織
子
右
子
郎
美
え
治
之
子
子
彦
子

幹
敏
久
和
恵
月
貞
昭
昭
佳
初
陽
キ
太
弘
み
角
浩
和
伊
正
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
栄
　
　
き
　
　
　
　
都
　
　
美

中
山
口
松
野
堺
藤
潟
澤
関
谷
谷
山
川
村
堺
川
俣
谷
潟
内
谷

田
畠
井
小
牧
小
佐
西
高
小
関
関
秋
市
中
小
市
猪
関
西
竹
関

○
　
○
　
○
　
○

功
広
郎
治
郎
勉
義
雄
夫
彦
子
造
雄
夫
孝
一
利
雄
松
一
雄
雄

　
孝
賢
賢
八
　
正
岩
芳
雅
恵
栄
義
邦
　
修
勝
民
新
幸
正
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
　
川

島
井
野
口
谷
木
谷
村
田
　
口
川
堺
崎
村
野
田
谷
沢
沢
島
持

小
若
大
関
関
齊
関
仲
武
柳
樋
市
小
野
中
小
岸
長
宮
相
小
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
市
剣
道

　
去
る
十
一
月
八
日
、
十
日
町
市
総

合
体
育
館
に
お
い
て
、
第
三
十
七
回

郡
市
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
毎
年
参
加
し
て
お

り
、
今
年
も
小
学
生
の
部
か
ら
一
般

の
部
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
、
小

学
生
の
部
で
優
勝
し
た
他
、
入
賞
者

が
続
出
し
大
健
闘
い
た
し
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
団
体
戦

○
小
学
校
低
学
年
の
部

中次先
堅鋒鋒二

位
松
代
チ
ー
ム

宮
沢
秀
志

柳
貴
士

関
谷
俊

松
代
大
門

犬
伏
林
年

松
代
ご
ん
ね
ん

　
副
将
　
大
野
正
博
　
千
年
大
野

　
大
将
　
斉
木
由
輔
　
松
代
原
の
桶
屋

　
○
小
学
校
高
学
年
の
部

大
会
結
果

副中次先
将堅鋒鋒三

位
　
松
代
チ
ー
ム

菅
井
史
郎

茂
野
収

大
野
友
斉

中
村
　
茜

松
代
＋
王
堂

松
代
あ
ふ
き
や

千
年
大
野

松
代
塚
本

◎
個
人
戦

○
小
学
校
低
学
年
の
部

優
勝
　
宮
沢
秀
志
　
松
代
大
門

三
位
　
関
谷
　
俊
　
松
代
ご
ん
ね
ん

○
小
学
校
高
学
年
の
部

三
位
　
茂
野
　
収
　
松
代
あ
ふ
き
や
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O

活
力
の
あ
る
年
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
松
代
会
会
長

　
昨
年
は
故
郷
の
皆
様
に
と
て
も
お

世
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
東
京
松
代
会
は
、
出
来
た
ば
か
り

で
張
り
切
り
過
ぎ
て
、
か
え
っ
て
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
変
ら
ぬ
皆
様
の
温
か
い
お
気
持

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
え

　
東
京
の
生
活
が
今
、
不
景
気
で
喘

い
で
い
る
よ
う
な
時
、
皆
様
の
ご
厚

意
は
私
達
へ
の
励
ま
し
の
お
気
持
で

あ
る
と
、
，
し
み
じ
み
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
東
京
と
い
う
所
は
、
決
し
て
住
み

心
地
の
よ
い
所
で
は
な
い
こ
と
は
皆

様
も
先
刻
ご
承
知
の
こ
と
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し

（新宿区在住室野かわちや）

た
近
頃
は
一
層
落
ち
着
き
を
失
っ
て

お
り
ま
す
。
戦
後
の
急
成
長
の
予
盾

が
露
呈
さ
れ
た
そ
れ
を
繕
う
と
す
れ

ば
、
す
ぐ
ほ
か
が
破
れ
て
来
る
と
い

う
あ
り
さ
ま
で
す
か
ら
、
い
つ
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
急
に
止
っ
て
人
々
が

将
棋
倒
し
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
よ

う
な
毎
日
で
す
。
順
調
な
時
に
は
そ

の
流
れ
の
中
で
、
十
年
一
日
の
よ
う

に
同
じ
生
活
を
繰
り
返
し
て
居
り
ま

す
。
が
、
そ
の
流
れ
が
一
度
止
ま
る

　
た
ち
ま

と
忽
ち
混
乱
し
、
人
心
も
荒
み
が
ち

に
な
る
、
こ
れ
が
東
京
の
欠
陥
で
あ

り
、
宿
命
と
も
言
え
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
東
京
松

代
会
は
し
っ
か
り
と
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
一
連
の
皆
様
と
の
お
付
き
合

関
谷
　
徳
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
た
く
さ
ん

い
か
ら
、
私
達
は
沢
山
教
訓
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
過
疎
に
も
負
け

ず
に
一
生
懸
命
に
築
き
上
げ
て
こ
ら

れ
た
松
代
町
の
力
を
す
ば
ら
し
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。
私
達
東
京
在
住
者

も
、
こ
の
経
済
変
動
に
ひ
る
ま
ず
に

頑
張
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
達
は
、
昨
年
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
年
か
ら
、
い
よ
い
よ
二
年
目
の
堅

実
な
活
動
の
年
に
入
り
ま
し
た
。
た

だ
い
ま
、
幹
事
会
を
何
度
も
繰
返
し

重
ね
な
が
ら
活
動
内
容
の
立
案
を
し

て
お
り
ま
す
。
ま
ず
会
員
数
は
皆
の

努
力
で
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
年
令

別
に
見
て
ま
だ
若
い
人
達
が
足
り
ま

せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
校
友
会
や
郷
人

会
も
同
じ
悩
み
を
も
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
単
に
親
睦
の
会
で
あ
れ
ば

そ
れ
で
も
よ
ろ
し
い
し
、
ま
た
若
い

人
達
が
参
加
し
な
い
の
も
無
理
の
な

い
話
、
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。
し
か

し
、
私
達
東
京
松
代
会
は
創
造
的
な

集
団
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
故
郷
訪
問
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
等
に
、
故
郷
と
の
交
流
の
上

で
そ
れ
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
、
な
お
一
層
清
新
な
活
力
あ
る

会
に
育
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
ど
う

し
て
も
若
い
頭
脳
を
欠
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
．

　
一
方
、
一
年
目
の
会
員
諸
君
は
、

若
い
力
を
欠
き
な
が
ら
も
集
命
の
努

力
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
と

し
て
は
、
こ
の
骨
身
惜
し
ま
ず
働
い

て
く
れ
た
会
員
諸
兄
姉
の
慰
労
の
た

め
の
温
泉
旅
行
で
も
し
た
い
と
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
は
ひ
そ
か
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
の
不
況
が
ど
こ
ま
で
続

く
か
に
も
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
、

実
行
で
き
な
い
よ
う
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

祈
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
ク

リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
生
れ
て
、
さ
て

こ
れ
か
ら
日
本
は
ど
う
す
る
の
か
、

世
の
識
者
さ
え
意
見
が
ま
ち
ま
ち
で

す
。
ま
し
て
や
経
済
の
立
て
直
し
な

ど
五
里
霧
中
と
い
っ
た
所
で
し
ょ
う

・
つ
。

　
新
年
早
々
話
が
ま
た
グ
チ
に
戻
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
新
年
の
抱
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
ち
ゅ
う

を
勇
ま
し
く
申
し
上
げ
ら
れ
ぬ
微
衷
、

何
と
ぞ
ご
賢
察
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
何
は
と
も
あ
れ
、
東
京
松

代
会
は
若
い
人
達
を
増
や
し
な
が
ら
、

内
容
を
さ
ら
に
充
実
し
て
行
く
こ
と

に
専
念
致
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
祈
り
、

一
層
の
ご
鞭
燵
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

『
若
枝
の
梅
一
輪
に
陽
そ
そ
ぐ
』

驚
毒
、
毒
喜
、
憂
番
、
亀
摩
番
、
姦
霧
垂
、
憂
葛
豊
筆
善
、
姦
ぎ
釜
、
鼻
喜
、
肇
番
、
肇
茎
、
争
番
、
牽
善
。
翁
で
葛
豊
挙
番
。
姦
ぎ
巷
、
鼻
議

平成5年度
「総代窃5町愚るεと會』会員馨集

15，000円

1．年3回のふるさと便

2．町のイベント紹介

3．ふるさと情報

4．手作り特産品のあっせん

年会費

特典

お正月便（12月）

ふるさと餅、松代そば、

〆縄、手づくりみそ、

原木なめこの塩漬など

秋の味覚便（10月）

自然乾燥コシヒカリ、

干しゼンマイ

春の山菜便（5月）

ウド、ワラビ、コゴミ

などの山菜、山菜料理

まつだい

松代おら町ふるさと会推進協議会

〒942－15　新潟県東頸城郡松代町大字松代3252－1

　　T”EL（02559）7－2220　FAX（02559）7－2526

申
込
先

傘幽礎磁憾艶醐礎職練鱒醸呼串糊酔幽率・ψ率ゆ率ゆ率ゆ噺ゆ　率幽率ゆ

貯
斎
ー
量
嘉
ー
奪
豪
多
憲
多
曾
轟
§
量
斎
ー
管
斎
番
多
鼎
讐
蟹
遠
雫
毒
蓋
零
響
轟
竃
多
轟
寒
峯
素
多
響
遠
零
讐
嘉
§
髪
董
奪
弘
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ザ
　
ロ
　

叉
　
繍
蓼

　
　
　
　
　
　
ツ
蟻

　
　
を
　
、
．

　
短
歌

　
　
　
師
　
走

　
　
　
　
　
　
富
沢
和
風

ぬ
く温

き
日
の
明
く
れ
ば
た
ち
ま
ち
冬
景

色
嫌
な
雪
で
も
雪
は
懐
か
し

囲
炉
裏
辺
に
串
刺
し
豆
腐
匂
い
た
る

遠
き
昔
の
年
の
瀬
思
う

　
　
　
　
　
み
と
せ

シ
ベ
リ
ヤ
に
三
歳
過
ご
せ
し
炭
坑
が

空
路
開
け
て
観
光
地
と
は

赤
き
実
の
梢
に
残
る
柿
の
木
に
師
走

の
雪
が
と
め
ど
な
く
降
る

し
ぶ
み
句
会

男
結
び
子
に
教
え
つ
つ
冬
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

雪
起
し
頭
上
一
喝
し
て
去
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

大
冬
陽
日
曜
大
工
に
あ
た
た
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

切
貼
り
を
終
え
し
障
子
の
住
心
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

短
日
や
出
稼
支
度
は
か
ど
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

謙
信
公
ね
む
れ
る
墓
に
柿
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
　
正

わ
れ
生
き
る
心
音
と
と
と
冬
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

一
人
居
の
確
か
め
電
話
夜
寒
の
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

凍
て
道
を
三
三
五
五
と
闇
汁
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

吊
し
柿
べ
っ
こ
う
色
の
風
に
ゆ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

蒲
生
句
会

瓢
箪
を
桶
に
浸
し
て
駐
在
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

下
校
の
子
駈
け
て
落
葉
も
後
を
追
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
人

風
邪
の
声
耳
に
残
し
て
置
く
受
話
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

野
沢
菜
の
三
度
三
度
の
食
事
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

古
寺
に
庚
申
講
の
経
冴
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
爽
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
め
　
　
　
な

五
十
肩
い
た
わ
り
撫
で
て
〆
を
絢
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

節
く
れ
し
妻
の
十
指
が
味
噌
を
煮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

短
日
や
黒
板
の
予
定
ひ
と
つ
消
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

闇
汁
の
か
た
ち
く
ず
れ
し
も
の
や
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

左
手
の
手
袋
ば
か
り
残
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

炉
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守
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鼎
座
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脇
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猫
座
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
＼

の
君

ぢ霧
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軸

　
　
ラ
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旦
呆
気
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亜
紀
い
の
て

劣
ゼ
ち
料
理
モ

去
年
の
半
分

に
し
ま
曳
た

　
　
人
　
　
雛
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育
モ
ぎ
寿
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り
，

　
　
　
　
　
ノ
ル

偏
差
値
モ
’
§

止
ム
匁
の
　
　
’

》
干
ハ
η
だ
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マ
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ガ
マ
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）
　
二
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〃
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一
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コ
　
　
　
ノ
　
つ

　
　
　
　
　
一
、
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ら
ロ
プ
み

　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
．
〃
　
　
　
砂
』

　
深
山
に
自
生
す
る
常
緑
の
針
葉
樹
。

庭
木
と
し
て
も
栽
培
さ
れ
る
。

　
樹
皮
は
赤
褐
色
で
、
葉
は
線
形
、

上
面
は
深
緑
色
。
雌
雄
異
株
で
、
赤

い
多
肉
質
の
実
が
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
く

　
高
官
の
持
つ
板
き
れ
笏
を
作

る
の
に
イ
チ
イ
が
つ
か
わ
れ
た
。

　
正
一
位
、
従
一
位
な
ど
の
名

称
か
ら
イ
チ
イ
の
名
が
生
れ
た
。

　
し
や
く

　
笏
の
材
料
は
、
飛
騨
の
山
の

イ
チ
イ
が
主
に
用
い
ら
れ
た
。

　
今
も
こ
の
飛
騨
の
高
山
で
は

イ
チ
イ
細
工
が
盛
ん
で
あ
る
。

654321
團

　
　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
玉
を
4
筋
5
筋
へ
追
い

　
　
た
く
な
い
。

　
　
1
0
分
で
2
級
、
6
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
持
駒
飛

二
三
四
五
六
七
八
九

雛 欝

乎 と

膨 正

馬 桂

　　　　　　　　　　　　　　。毛

事坤り狙マ莚回判ユ箪莚一z’正＝ロε

へ庭回z。手ユ士φ尊・、〉：渓ρ楼マし了

（4。準莚二ε9ユ号縁車裾9￥穿マ鮪

年王34「’（oq4蝦4し茸〈則鵠〉
　　　　　　　　　。＠旱曇圭乙ユ事

罫三ε　ヘヨ≡一z　’留三一’彰回’箪庭

『二ε’…E『二一’庭三ε〈鶴ヨ【琳駄罪〉
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　119番は火災、救急、災害
等を知らせる緊急を要する重要

な番号で通報の遅れから尊い生

命、財産を失うことになン）ます。

！！あわてずに正確に

　　　　　連絡して下さい！グ

○火事、救急、災害

○部落、屋号、目標物

○通報者の名前

相談受付日

　平成5年1月18日（月）より

　内科一毎週月曜日

　外科一第1、第3水曜日

　産婦人科一第2火曜日

受付時間

　16：30～17：00

電話番号

　0255－23－8136
　　　（電話医療相談室直通）

問合わせ

　上越市南高田町6－9

　国立高田病院　庶務係

　電話　0255－23－2131㈹

慢性疾患教室のご案内

　糖尿病、高血圧、高脂血症、

肥満などで悩んでいらっしゃる

方、病気について少しでも知｝）

たいと思っていらっしゃる方、

ご家族の方など、どなたでもご

参加ください。

　専門家からのワンポイント指

導を行います。

◎日時・テーマ

　2月25日　午後1時～5時

　「糖尿病について」

　3月4日　午後1時～5時
　「高血圧、高脂血症について」

◎場　所

　県立松代病院　3階会議室

◎指導内容

　①病気について

　②食事について

　③生活、運動療法について

　④薬について

◎申し込み先

　松代病院　内科外来まで

　智02559（7）2100

◎その他

　料金無料。受け付けは12：30～。

　昼食は済ませておいてくださ

　い。

べ柵◆一砂“”◆砂”◆融”◆榊◆融◆”泄“◆砂φ一砂◆砂一φ”砂“◆砂φ砂◆静“““”◆””～

i訟㈹7アεグースキー場オープン！i
i12月20日にファミリースキー場がオーブンしました。　　　　　　　1
6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆1冬場の運動不足解消に、親子のコミュニケーションにスキーをどうぞ1

★リフト券

　1回券…150円回数券（11回）1，500円

　半日券…1，800円　1日券…2，500円　ナイター券…1，000円

★貸スキー

　一式2，500円　50組（小15組）

◎土、日、祝日は簡単な食事もできます。

問い合わせ・申し込み

　松代ファミリースキー場

　　　　　智7－3330

★スキー学校：S　A　J公認スキースクール

　ー般：半日（2H）…2，000円一日（4H）…3，000円

　団体：半日（2H）…12，000円一日（4H）…20，000円

★営業時間

　平日日中／午後1時～5時ナイター／午後6時～9時
　土・祝日　日中／午前9時～午後5時ナイター／午後6時～9時

　日　曜　日中／午前9時～午後5時　ナイターなし
　※天候、ゲレンデ状態等によ1）変更、または中止する場合もあ1）ます。・

◎無料駐車場・無料休憩所完備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．o・

》IIIII・rひ lll』o・lllトφIl”』ひ1唇”1・ゆ』ひIII』d｝IIIII・rd卜』Ill駒・一ひ唱III』ひ一1監昏1・◆一II匡』ρ・Illlトr4卜llII』ひlllll・一ひひ1四卜・ro』1囲P・◇・llII・rひll”1・◆1111，・r《卜IIl，｝・◇伽lll』ひ閣r，』ひlllll・rρ・』III一・◆ll”Ilrd卜IIllレr9』Illll一｛》・IIII’r《卜1巾｝’rひII“oIrdトーIIトひ岨四F

　　　よう　すけ

市川陽介玩
　　4　歳
池之畑　まいさか

蕪F　　　　．憶’

　　　み　　　ほ

関谷美穂壕
　　4　歳
松代　かんすけ

〈
ん　

　
ま

・
穂
　
編

　
歳
ナ

赫
明
　
し

　
　
木
　
子

　
　
中

斉

δ

～

ん

后
δ
（
見
て

わ

つ

，
●

，
●

　検察審査会は、選挙権を有す

る国民の中から「くじ」で選ば

れた11人の検察審査員がいわば

一般の国民を代表して、検察官

が事件を起訴しなかったこと（

裁判にかけないこと）のよしあ

しを審査するのを主な仕事とす

るところです。

　交通事故やいろいろな犯罪の

被害にあったが、検察官がその

事件を裁判にかけてくれない。

どうも納得できない。このよう

な不満をお持ちの方は、高田検

察審査会事務局にお気軽に御相

談ください。

　高田検察審査会事務局

　（新潟地方裁判所高田支部内）

　　上越市大手町1－26
　　　　　　盈0255（24）5160
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曾

擬　・

越後まつだい冬の陣

日時　3月14日（日）

会場　町総合体育館→松代城

参加費　1名2，000円

募集数　400名（高校生以上）

申し込み・問い合わせ先

　越後まつだい冬の陣実行委員

　会盈02559－7－2220
表彰01位となった者には、米

　　一石が贈られ、1年間城
　　主として君臨する

　　○完走者の中から抽選によ

　　　り、5名をサイパンに招

　　待
　　○その他、各賞あ『）

申し込み期限　2月20日
（定員にな｝）次第締め切ります）

婆

越後まつだい冬の陣

寄付大歓迎ノ

金品を問いません。お願い

できる方は、冬の陣実行委

員会へご連絡ください。

冬の陣実行委員会

暦（02559）7－2220

職　員　募　集

国立高田病院
募集職種

　看護婦又は准看護婦　若干名

　（三交替制勤務）

問合せ

　〒943上越市南高田町6－9
　国立高田病院

　電話0255（23）2！31㈹

13

提竃離幾制慶叢

　　　灘蒋縷灘謙揮藤

　児童手当は次代の社会をにな

う児童の育成と資質の向上に資

することを目的として支給され

る手当で、3才未満の児童を養

育している方で、前年の収入が

一定の額未満の方に、申請の翌

月から支給されます。

　平成4年1月の法律改正によ

り、手当の支給の対象になる児

童の範囲が、従来までの第二子

以降から、新たに第一子まで拡

大され、平成3年1月2日以後
に生まれた方から該当するよう

になりました。

　また、手当の支給期間につい

ても従来の義務教育就学前まで

から3歳未満に変わりました。

なお、平成4年1月1日より前
に手当を受給していた方につい

ては、次表のように段階的に手

当が支給されなくなりますので

御注意ください。　　　　　　・

平
成
3
年
1
月
1
日
～
平
成
3
年
1
2
月
3
1
日

平
成
2
年
1
月
1
日
～
平
成
2
年
1
2
月
3
1
日

昭
和
6
4
年
1
月
1
日
～
平
成
1
年
1
2
月
3
1
日

昭
和
6
3
年
1
月
1
日
～
昭
和
63
年
1
2
月
3
1
日

3
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
分
ま
で

平
成
5
年
12
月
分
ま
で

4
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月
分
ま
で

平
成
4
年
1
2
月
分
ま
で

支
給
の
対
象
と
な
る
児
童
の
生
年
月
日

支
給
期
間

詳しくは、住所地の市町村窓口

へお問い合せください。

　
　
　

“
レ 、、

1月20日～2月19日

　この時期は、厳寒期であるた

め、日頃使用する火気の他に、

暖房器具の使用頻度が増し、そ

の分だけ火災発生の危険性も増

えます。

　また、火事になると雪のため、

避難や消火が困難となり、惨事

を招くこととなります。

　暖房器具、調理器具等、火気

の取扱いには充分注意願います。

★火災発生件数

　　　（平成4年11月末現在）

前年同期

上越消防管内 47件 59件

松代所管内 3件 1件

★損害額

　松代署管内三件の損害額合計

　は、約739万7千円。

　給料の手取額が20万円とする

　と3年分が灰になってしまい

　ました。

★組合管内の火災原因ベスト5

1位　こんろ

2位配線
3位　たばこ

4位　ストーブ
5位　火遊び

1、雪おろしの時

に電線に雪を投
　　　　　　　　　　②
げ当てないでく　　苗。

ださい。停電の

原因となります。

　　　　　　　　　＼’

2、変圧器や電線に触れますと、

感電する恐れがありますので、

付近で作業する場合は十分に

　ご注意願います。

3、雪線が切れて道路に落ちて

　いても、絶対にさわらないで

　ください。最寄1）の東北電力

　までご連絡願います。

★東北電力㈱松代サービスセン

ター　　　　　　盈7－2020
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今年は

チャレンジ精神で

子さん（峠）直田牧

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
昨
年
は
み
な
さ
ん
、
ど
ん
な
一
年

で
し
た
か
？
そ
し
て
今
年
一
年
、
ど

ん
な
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

か
？

　
早
い
も
の
で
、
私
も
松
代
に
U
タ
、

ー
ン
し
て
来
て
、
今
年
の
4
月
で
丸

四
年
に
な
り
ま
す
。
最
初
の
う
ち
は
、

車
の
免
許
で
も
取
っ
て
少
し
の
ん
び

り
し
て
か
ら
、
も
う
一
度
町
場
に
出

る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
何
の
資
格

も
な
く
、
生
活
の
大
変
さ
を
考
え
る

と
、
な
か
な
か
出
て
行
く
こ
と
は
出

来
な
く
な
り
ま
し
た
。
　
一
度
親
元
に

戻
っ
て
楽
を
し
て
し
ま
う
と
だ
め
で

す
ね
。

　
松
代
に
戻
っ
て
来
る
ま
で
は
、
色

々
と
時
間
も
不
規
則
で
し
た
し
、
人

間
関
係
も
大
変
だ
っ
た
の
で
、
今
は

本
当
に
松
代
に
帰
っ
て
来
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
松
代
に

帰
っ
て
来
て
四
年
近
く
、
何
を
し
て

来
た
ん
だ
ろ
う
と
、
不
思
議
に
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
の
会
社
は
、
今
ま
で
と
は
全
然

仕
事
の
内
容
も
違
い
、
今
だ
に
失
敗

す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
一
般
事
務
と

い
う
こ
と
で
入
っ
た
の
で
す
が
、
実

際
の
所
、
経
理
関
係
の
仕
事
は
ほ
と

ん
ど
し
ま
せ
ん
。
建
設
業
の
た
め
、

毎
日
が
工
事
写
真
と
工
事
終
了
後
の

検
査
書
類
や
、
図
面
に
追
わ
れ
る
毎

日
で
す
。
そ
の
た
め
、
工
事
が
次
々

に
終
り
に
近
づ
い
て
く
る
十
月
く
ら

い
か
ら
翌
年
四
月
ぐ
ら
い
ま
で
は
、

残
業
の
な
い
日
は
少
な
い
く
ら
い
で

す
。
で
す
か
ら
前
の
仕
事
以
上
に
今

の
仕
事
は
大
変
で
す
が
、
そ
の
分
自

分
の
作
っ
た
書
類
な
ど
が
役
所
検
査

な
ど
で
指
摘
事
項
も
な
く
通
れ
ば
、

そ
れ
な
り
の
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
あ
ま
り
外
に
出
た
が
ら
な
、

い
方
な
の
で
、
仕
事
で
疲
れ
て
い
る

と
会
社
か
ら
帰
っ
て
来
て
も
、
ぼ
う

っ
と
過
ご
し
て
ば
か
り
い
ま
す
。

　
で
も
今
年
こ
そ
は
、
（
毎
年
思
う
こ

と
で
す
が
…
）
あ
ま
り
仕
事
ば
か
り

に
追
わ
れ
る
毎
日
じ
ゃ
な
く
、
一
つ

で
も
何
か
し
ら
や
っ
て
み
た
い
、
資

格
を
取
る
な
り
、
興
味
を
持
っ
た
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
は
、
私
の
回

り
で
は
お
め
で
た
い
こ
と
も
幾
つ
か

あ
り
ま
す
が
、
回
り
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

今
ま
で
通
り
自
分
の
や
り
た
い
様
に

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
一
人
で
も
多
く
友
だ
ち
を
作
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

國
（11月26日～12月25目受付）

幸せ多い人生を（結婚）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
か
　
　
宅

　
な
　
　
住

さ
ん
・
さ
ん
町

子
沢
美
下

ミ
滝
代
・

キ
（
喜
代

　男　2，503人　　（一3人）

　女2，560人（±O人）
　計5，063人（一3人）
世帯数1，514世帯（一1世帯）
●　●　●　●　●　●　O　●　●　●　●　0　●　●　●　●　●　●　●　0　●　■　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　出生3人　　死亡5人

　転入8人　　転出9人
　　　（4年12月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
圏
圃

鋤

小林昭平・湯沢

若井剛也・本柳

　　　　　（松

　げんきな良い子に（出生）

　　ようへい
畔上洋裕ちやん清二・由美子さん

　（長男・蒲生・きがんのう）

柳まどかちやん秀昭・眞由美さん

　　　（2女・犬伏・三浦屋）

ご冥福を祈ります（死亡）

91歳

　（海老・幅）

47歳
（桐山・重院）

82歳

　（蓬平・沖）

若月リヨさん

ずわこつ
）

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
「
広
報
ま
つ
だ
い
」
を
ご

愛
顧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
▼
と
こ
ろ
で
皆
さ

ん
、
お
正
月
を
い
か
が
過
ご
さ
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
寝
正
月
を
し
て
い
て
も
、

お
酒
ば
か
り
飲
ん
で
い
て
も
、
す
べ
て

が
新
し
く
な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な

る
か
ら
、
正
月
っ
て
不
思
議
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
か
ん
ぞ
う

食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
で
「
胃
肝
臓
」

　
　
　
　
だ
じ
ゃ
れ

何
て
い
う
駄
洒
落
が
許
さ
れ
る
の
も
、

や
は
り
お
正
月
で
す
。
▼
「
去
年
は
楽

に
履
け
た
の
に
」
と
、
食
べ
過
ぎ
た
お

な
か
を
へ
こ
ま
せ
な
が
ら
、
無
理
や
り

ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
を
履
く
光
景
が
見

ら
れ
る
の
も
、
こ
の
時
期
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
二
段
、
三
段
（
腹
）
と
、
毎
年

順
調
に
段
位
を
上
げ
て
い
る
人
、
あ
な

た
の
そ
ば
に
そ
ん
な
人
い
ま
せ
ん
か
。

▼
冗
談
は
と
も
か
く
と
し
て
、
今
年
は

酉
年
で
す
。
大
空
に
向
か
っ
て
大
き
く

羽
ば
た
き
ま
し
ょ
う
。
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小山俊正さん

小堺亀市さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

励
赤
気
坊
な
泣
励
赤
ん
よ
わ
く
と
励
垢
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　あかご　　　な　　　な　　　そだ

＊赤子は泣き泣き育つ

元気に大きな声を出して泣く赤

ン坊は健康な証拠だということ。
　な　　　　こ　　　そだ

→泣く子は育つ
　あかご　 はだか

＊赤子を裸にしたよう

赤ん坊の着物を脱がせたように、

かよわい者がすべての抵抗力を

奪われてしまったような、まっ

たく無力で頼りないありさまの

h
も
も
恥
ま
●
Q

o
O
G

o

一
並
巾

　あか　　　み　　　うち

＊垢も身の中

あかもからだの一一部だというこ

と。長風呂の人をひやかしてい
　　　　　　はら　　　み　　　うち
うことば。→腹も身の中、のも
じり
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